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森
吉
山
（
１
４
５
４
ｍ
）
は
、
秋
田
県
中
央

に
そ
び
え
る
ア
ス
ピ
ー
デ
・
ト
ロ
イ
デ
の
複
式

火
山
で
、
標
高
１
０
０
０
ｍ
以
上
の
外
輪
山
数

座
に
囲
ま
れ
た
独
立
峰
で
す
。
山
頂
か
ら
は
鳥

海
山
を
は
じ
め
白
神
山
地
、
八
幡
平
の
山
々
な

ど
北
東
北
の
名
山
、
ま
た
男
鹿
半
島
や
日
本
海

の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

山
腹
は
ブ
ナ
を
中
心
と
す
る
広
葉
樹
に
覆
わ

れ
、
山
頂
に
か
け
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
の
原
生

林
に
変
わ
り
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

は
三
百
種
と
も
い
わ
れ
る
高
山
植
物
が
可
憐
な

花
を
咲
か
せ
「
花
の
百
名
山
」
の
一
つ
に
数
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
又
川
の
支
流
ノ
ロ
川
流
域
に
ク
マ

ゲ
ラ
の
棲
む
ブ
ナ
の
森
と
し
て
、
森
吉
山
国
設

鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
域（
約
１
１
７
０
ha
）

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
森
吉
山
麓
高
原
の
展
望

台
か
ら
全
域
が
眺
望
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
自
然
が
残
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
森
吉
山
か
ら
柴
倉
岳
、
太
平
湖
か

ら
立
叉
渓
谷
周
辺
ま
で
は
森
吉
山
県
立
自
然
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
昭
和
43
年
）。

　

森
吉
山
は
、
夏
の
高
山
植
物
、
秋
の
紅
葉
も

見
事
で
す
が
、
雪
消
え
と
と
も
に
訪
れ
る
新
緑

の
季
節
も
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
。
ブ
ナ
や
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
な
ど
の
若
葉
が
目
を
引

き
つ
け
、
林
床
の
可
憐
な
植
物
群
が
心
を
癒
し

ま
す
。

　

登
山
道
の
整
備
、
ま
た
最
近
で
は
阿
仁
の
ゴ

ン
ド
ラ
運
航
に
よ
り
容
易
に
貴
重
な
自
然
に
触

れ
、
滝
や
渓
谷
の
雄
大
な
景
観
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
麓
一
帯
に
は
、
多
様
な
鳥
や
動
物
も
生
息

し
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査
で
は
小
又
川
流
域
及

び
森
吉
山
麓
に
は
ク
マ
ゲ
ラ
や
鳥
類
91
種
、
哺

乳
類
26
種
を
は
じ
め
１
３
９
種
類
も
の
野
生
動

物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
も
豊
か
。
山
菜
や
キ
ノ
コ
類
、

そ
し
て
周
辺
の
渓
流
で
は
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
な

ど
の
魚
類
が
古
来
よ
り
地
域
住
民
の
食
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

阿
仁
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
「
マ
タ
ギ
」

も
、
山
の
幸
豊
か
な
森
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ブ

ナ
帯
文
化
の
一
つ
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
紀
行
家
・
菅
江
真
澄
（
１
７
５

４
ー
１
８
２
９
）
は
、
天
明
五
年
（
１
７
８
５

年
）
か
ら
文
政
四
年
（
１
８
２
１
年
）
ま
で
八

度
も
森
吉
山
麓
を
訪
れ
、
景
観
や
風
俗
な
ど
の

絵
図
、
日
記
な
ど
を
残
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も

森
吉
山
に
育
ま
れ
た
特
有
の
自
然
や
文
化
が
、

真
澄
を
引
き
つ
け
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

原
始
そ
の
ま
ま
の
森
吉
山
の
魅
力
を
紹
介

ブ
ナ

ミ
ズ
ナ
ラ

ナ
ナ
カ
マ
ド

ト
チ
ノ
キ

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ

ブ
ナ

森吉山の中腹に生育する
代表的な樹木の若葉

残雪と新緑の森吉山麓

　森吉山の登山道の一つ「ヒバクラ岳」コースの途

中にある「立川展望台」から見た眺望。「馬の背」と

呼ばれるヒバクラ岳に連なる峰とその北側に広がる

雪渓をキャンパスに新緑の原生林が圧倒的な景観を

生み出しています。

　森吉山の登山道の一つ「ヒバクラ岳」コースの途

中にある「立川展望台」から見た眺望。「馬の背」と

呼ばれるヒバクラ岳に連なる峰とその北側に広がる

雪渓をキャンパスに新緑の原生林が圧倒的な景観を

生み出しています。

残雪と新緑の森吉山麓

ク
マ
ゲ
ラ 

（
ノ
ロ
川
流
域
で
）

市
の
鳥

ク
マ
ゲ
ラ
の
棲
む
ブ
ナ
森
と
３
０
０
種

も
の
高
山
植
物
が
訪
れ
る
人
を
魅
了

多
様
な
動
植
物
を
は
じ
め
豊
か
な
生

態
系
が
残
る
原
始
そ
の
ま
ま
の
森

ミ
ズ
ナ
ラ

ナ
ナ
カ
マ
ド

ト
チ
ノ
キ

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ


